









語、反意語、同一カテゴリーに属する語など様々である。本論文では The Book of Margery Kempe（以下 
MK）を対象にしたこれまでのワードペア研究を概観し、言及されてきたペアの用例を整理する。それ

















　多くのワードペアの研究が MK を扱っていることは、MK にワードペアが多いことの裏付けでもあ
る。しかし、ワードペアをどのように扱うかといった点では異同が見られる。各研究者が挙げた MK 
のペア例の中で、ペアの数やその種類といった面での相違を示すのが表１である。









ろが大きいと考えられる。Wilson はワードペアと MK の文体の単調さを結び付けていると考えられる
が、それが正しいならば、ワードペアに対する否定的な評価ゆえに多くの用例を要しないと言える。
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（１）cher & cuntenawns（Shibata, Yamaguchi, Koskenniemi）
（２）cryen & wepyn / wepyng er crying（Shibata, Koskenniemi）
（３）help & socowr（Yamaguchi, Koskenniemi）
（４）heuy & sory（Koskenniemi; Shibata, “sory ne heuy”; Yamaguchi, “sorwe & heuynes”）
（５）hyndryn & lette（Shibata, Koskenniemi）
（６）illusyons & deceytis（Wilson, Katami）
（７）joy & gladnes（Yamaguchi, Koskenniemi）
（８）joy & blysse（Yamaguchi, Koskenniemi）
（９）kyd ne knowyn（Shibata, Koskenniemi）
（10）mede & reward（Shibata, Koskenniemi）
（11）solas and comfort（Shibata, Yamaguchi, Katami）
（12）stabil & stedfast（Wilson, Yamaguchi）
（13）sygnys & tokenys（Yamaguchi, Koskenniemi）
（14）witte & wisdom（Yamaguchi, Koskenniemi）
（15）wroth & in gret angyr（Yamaguchi, Koskenniemi）
　先行研究の中でも、用例の共通性という点で特に関連が深いと考えられるのが Sh iba ta、
Yamaguchi、Koskenniemi という MK のみを扱う研究である。一見すると Koskenniemi の挙げた例が 































の例の考察においては、上述のような相違点は、Book I と Book II の内容や構成の違いを反映してお
り、特に旅に関する記述の際に異なった意味やニュアンスを表現する場合もあることを論じる。
　主に Book II を考察の対象とする理由は２点ある。１点目は、Book II はMKの２人の筆記者のうち１
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いった MK 特有の問題が（若干ではあるが）回避できること。２点目は、Book I では必ずしも時間軸
に沿って語られているとは言えない部分も多いが、Book II では物事が語られる順序に整合性があるこ
と。特に２点目は本研究において重要である。Book II はほぼマージェリーの旅の行程に沿って語られ




記す。Staley版は Book I が２つのセクション、Book II が１つのセクションとに分かれているが、特に
注記がない限りは Book II からの引用である。テキストを精査する際には Meech版や現代英語訳
（Staley、Windeattの２つ）、日本語訳（石井・久木田）も参考にした。
３．１　cher and cuntenawnce
　このペアは前述したように Shibata、Yamaguchi、Koskenniemi が揃って例に挙げるなど、MK を代
表するペアの１つであると考えられている。しかし実際には MK 全体というよりも Book II に特徴的
なペアである点が、以下の考察から明らかになると思われる。
　用例数に関して言えば、このペアは MK 全体で12例が用いられているが、その内訳は Book I で７
例、Book II で５例となっている。数では Book I の方が多いが、Book I と Book II とでは元の行数お
よび章の数が大きく異なるため３、頻度では明らかに Book II が上回る。
　ではなぜこのペアは Book II において頻繁に用いられているのだろうか。テキストの文脈を見ると、
Book II において伝えるべき内容との関係が深いことがわかり、頻出するのはむしろ自然なことである
と考えられる。以下は Book II における cher and cuntenawnce の５つの用例である。
（16）Sche, many tymys syhyng, was hevy in cher and in cuntenawnce.（168）
（17）Thei clepyd hir Englisch sterte and spokyn many lewyd wordys unto hir, schewyng 
unclenly cher and cuntenawns（388-90）
（18）The seyd creatur, parceyvyng thorw her cher and cuntenawnce that thei had lityl affeccyon to 
hir persone（526-27）
（19）A yong man whech beheld hir cher and hir cuntenawns, mevyd thorw the Holy Gost, went to 
hir（617-18）
（20）The ermyte schewyd schort cher and hevy contenawnce, neythyr in wil ne in purpos to bryng 
hir hom to Lynne as sche desiryd.（643-44）
Book II の旅においてもマージェリーは様々な人と出会うことになるが、中には彼女に冷淡であった
り、失礼な態度を取る者もある。そのような場合には、（17）（18）（20）の例のように、その者たちの悪し
き表情を示すために cher and cuntenawnce は用いられる。
２　　Meech and Allen や、Windeatt（現代英語訳）の示す年表などを参照した。
３　Staley 版で BookⅠは 5,246 行、89 章。そのうち２つの序 129 行分がある。これに対して、BookⅡは 659 行、10 章
（ 141 行分の“Long Prayer”は除く）。BookⅡは BookⅠの 10 分の１程度の分量である。
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　比較のために Book I から１例を引用する。Book I では、以下のような例が主であると考えられる。
ここに引用するのは聖母をはじめとする数々の聖人が彼女に助言し、マージェリーが感激して涙を流し
ている場面である。
（21）Sumtyme owyr Lady spak to hir mend. Sumtyme Seynt Petyr, sumtyme Seynt Powyl, 
sumtym Seynt Kateryn, er what seynt in hevyn sche had devocyon to aperyd to hir sowle 
and tawt hir how sche schuld lovyn owyr Lord and how sche schuld plesyn hym. Her 
dalyawns was so swet, so holy, and so devowt that this creatur myt not oftyntymes beryn it 
but fel down and wrestyd wyth hir body and mad wondyrful cher and contenawns wyth 
boystows sobbyngys and gret plenté of terys, . . . （Book I, 902-7）
　Book II においても、マージェリーが涙を流している場面で用いられた例（19）などもあるが、そこ
ではある若い男性が彼女の泣いている姿を見るといった描写であり、上の（21）のような、マージェ
リーが泣いているときの激しさといったものは感じられない。こうした比較から、Book II における 
cher and cuntenawnce は、Book I の用例のように感情が露わになったときの表情そのものを指すというよ
りも、むしろ表情から読み取ることのできる情報を示していると考えられる。
　なおBook I の方にも「記号としての表情」を示唆する例がある。これは MK において cuntenawns 
が cheer とのペア「以外」の形で用いられた唯一の例である。ここでの cuntenawns のペアの相手は
「しるし」である。
（22）The stiwarde, seyng hir boldenes that sche dred no presonyng, he strobelyd wyth hir, 
schewyng unclene tokenys and ungoodly cuntenawns（Book I, 2663-64）
　cher and cuntenawnce というペアは Book II の文脈においては、多様な登場人物の表情から読み取られ
る態度の意外性や必然性を印象付け、ある意味で劇的な展開を促していると考えられる。このような




描写ではない、cher and cuntenawnce というペアの果たす役割を示唆していると考えられる。
３．２　help and socowr
　このペアは、Book II では以下の２箇所に見ることができる。
（23）Help us and socowr us, Lord, er than we perischyn er dispeyryn, for we may not long enduryn 
this sorw that we ben in wythowtyn thi mercy and thi socowr.（225-27）
（24）Sche had gret joy in owr Lord, that sent hir help and socowr in every nede, and thankyd hym 




（mercy）とペアになっている。これらとは別に、Book II において help が socowr 以外の語とペアに
なる例については、以下のように felaschip（fellowship）とのペアがある。
（25）he schulde sendyn hir help and felaschip wyth the which sche myth gon（271-72）
　Book II においても、Book I と同様に、マージェリーは旅の仲間と仲違いをして置いていかれること
もしばしばである。前述した cheer and countenance の用例の中にも「快く迎え入れてもらえると思ってい
たのだが、それに反して冷たい態度であった」といったものがあり、これは前節で論じたように意外な








　まずは hevy and sory の Book II における２つの例を見る。
（26）Hyr felaschep was glad and mery, and sche was hevy and sory for dred of the wawys.（293-
94）
（27）Therfor sche toke hir wey to Cawntyrberyward be hir self alone, sory and hevy in maner that 
sche had no felaschep ne that sche knew not the wey.（536-38）
２章での各研究者が挙げた例でも示したが、hevy and sory のペアについては、２語の語順は固定されて
おらず、逆の語順も見られる。このペアについては、特に hevy に関する考察をさらに進めるために、
hevy が別の語とペアになっている例を下に挙げる。
（28）Hir felaschep thowt thei sped no wey and weryn hevy and grutchyng.（291-92）




　さらにテキストを詳細に見ていくと、hevy のペアに関しては、Book II におけるワードペアとしては
むしろ hevy and sory よりも顕著ではないかと考えられる例が２つあることに気付く。その１つ目は 




（29）Sche was than in gret hevynes and diswer how sche schulde do the byddyng of God, whech 
sche wolde in no wey wythstondyn, and had neithyr man ne woman to gon wyth hir in 
felawschep.（264-66）
（30）Sche was in gret diswer and hevynes, the grettest, as hir thowt, that sche had suffyrd syn sche 
was comyn owt of Inglond.（478-79）
（31）Than this creatur, beyng in gret hevynes and gret diswer, answeryd agen in hir mende（Book I, 
1761-62）
diswer は Middle English Dictionary（オンライン版）において “Doubt, uncertainty, perplexity” とされて
いるが、その定義における初出の例文は MK となっている。そういった意味では diswer が用いられた
このペアは、MK を代表するペア、MK 特有のペアとすることも可能であろう。
　hevy and sory よりも顕著であろう２つ目の例は、名詞の hevynes, hevynesse が drede とペアになって
いるものを４例指摘することができる。
（32）Thus was I mevyd in my sowle and no rest myth han in my spiryt ne devocyon tyl I was 
consentyd to do as I was mevyd in my spiryt, and this is to me gret drede and hevynes.（177-
79）
（33）Yyf thu woldist verily trostyn in me and no thyng dowtyn, thu maist han gret comfort in thi 
self and mythist comfortyn al thy felaschep wher ye ben now alle in gret drede and hevynes. 
（232-34）
（34）Sche had mech drede for hir chastité and was in gret hevynes.（390-91）
（35）Than went thei forth togedyr owt of the towne ageyn the evyn wyth gret drede and hevynes, 
mornyng be the wey wher thei schuldyn han herborwe that nyth. （485-87）
（34）は形としてはワードペアとするかどうかについて異論もあろうが、関連性を示すために併せて引
用した。これを含めないとしても３例となり、前述した Book II に見られる hevy and sory の２例よりも
多い。
　それぞれ独自性と用例数という観点で hevy and sory を上回る２つのペアの存在は、「典型的なペア」
よりもはっきりとワードペア使用の特徴が表れた例もあることを示すものである。同時に、MK 全体か
らの抽出であった hevy and sory が Book II では顕著なものではなかったことにも着目すべきである。こ
のことは、ワードペアをはじめとする様々な面で、Book II の言説が Book I のそれとは異なる可能性を
示す一例ではないかと考えられる。
３．４　hyndryn and lette
　このペア自体の用例は Book II には見られない。それだけであれば本章で考察すべきではないかもし
れないが、その構成要素である単語 lette（let４）は、Book II におけるキーワードの１つであろう 
‘journey’すなわち「旅」そのものを指す単語と関連付けられている。ここでは、それら２語の関係
４　現代英語ではあまり用いられない「妨害する」あるいは「妨害」の意味で用いられたもの。なお多くの辞書には 




　まずは参考のため Book I における hyndryn and lette の中から用例を１つ挙げる。これは主の言葉であ
り、その中で用いられた lette は、神がマージェリーに示す恩寵やそのことを広く知らせることを「妨
げる」といった意味で用いられている。
（36）“Dowtyr, I wil not han my grace hyd that I geve the, for the mor besy that the pepil is to 
hyndryn it and lette it, the mor schal I spredyn it abrood and makyn it knowyn to alle the 
worlde.”（Book I, 3279-81）
　これに対して、Book II において let［ting］が用いられる場合、その多くは「旅の遅れ」あるいは
「旅を遅れさせたくない」といった内容を表現するためのもので、journey と共に用いられている（下
の２例では該当する箇所に下線を付加する）。
（37）Thei seydyn, yf sche myth duryn to gon as yerne as thei, sche schulde be wolcome, but thei 
myth not han no gret lettyng; nevyrthelesse thei wolde helpyn hir forth in hir jurné wyth 
good wyl. （429-431）
（38）Sche preyid hem that sche myth go wyth hem, and thei seydyn schortly that thei woldyn 
not lettyn her jurné for hir, for thei weryn robbyd and haddyn but lityl mony to bryng hem 
hom, wherfor thei must nedys makyn the scharpar jurneys.（434-36）





て、盗みに遭って金を失い５、故郷へと急ぐ旅に用いられた jurné, jurneys は、１日も早く切り上げた
いという彼らの切実な状況を伝えるものである。
　加えて、Book II で用いられた let のワードペアには以下のようなものがある（この例ではペアすな
わち２語を超えて、３語が対応している）。苦労しながら、結果として遅れつつも進んでいったことが
語られている。
（39）Sche kept forth hir felaschep wyth gret angwisch and disese and meche lettyng unto the tyme 
that thei comyn to Akun.（411-12）
　hyndryn and lette のペアの用例が MK の Book II にない点は残念である。そのようなペアが別の作品
（特に旅が描かれた作品）で見られるかなどについては今後の調査で明らかにしたいと考えている。
Book I ではどちらかといえば精神的な意味での障害を指していた hyndryn and lette が、おそらくはより
５　これについては、ワードペアとは呼べないが、and により語句が結び付けられたワードペアに類する表現が用いら




　なお journey そのものがワードペアの形になっているものは、Book II を見る限りでは下の１例のみ
である。
（40）It was gret merveyl and myracle that a woman dysewsyd of goyng and also abowtyn three 
scor yer of age schuld enduryn cotidianly to kepyn hir jurney and hir pase wyth a man fryke 






　ここからはマージェリーの旅を描写するために用いられたペアの中でも、特に Book II において重要
であると考えられる、旅をテーマにした３つのペアについて考察する。lond er watyr は旅の「道程」










（41）whedyr hys modyr wolde cownselyn hym to comyn be lond er be watyr, for he trustyd meche 
in hys moderys cownsel, levyng it was of the Holy Gost（85-86）
（42）And, as sche preyid for the sayd mater, it was answeryd to hir sowle that whedyr hir sone 
come be lond er be watyr he schulde comyn in safwarde（88-89）
（43）as is wretyn beforn, that whedyr thei come be lond er be watyr thei schulde comyn be safté 
（99-100）
（44）Sche thowt in hir mende, Lord, for thi lofe cam I hedyr, and thu hast oftyn tyme behite me 
that I schulde nevyr perischyn neithyr on londe ne in watyr ne wyth no tempest.（212-14）




（45）Whan thei wer passyd the watyr and went on the lond, the monke wyth the chapmen and the 
seyd creatur wyth hir man alle in felaschep togedyr in waynys, thei comyn forby an hows of 




（46）は、watyr と lond の間に関連性は見られるものの、明らかに他の語句が多く含まれているため
に、ワードペアというよりは別の修辞法によるものと考えられる。
（46）Be the watyr wolde sche not gon as ny as sche myth, for sche was so afrayd on the see as 
sche cam thedirward; and be lond wey sche myth not gon esyly, for ther was werr in the 




文には、３．３で述べた hevynes and diswer の例の１つが用いられ、全体としてマージェリーの不安を強
く印象付けている。
　さらに、当該ペアではないが、陸路と海路との対比を表す例と考えられるものが他にもある。下の 
（47）では watyr ではなく see が用いられている。また接続詞についてもand 等ではなく as . . . as に
よる結び付きとなっている。




















７　“And on nyghtys had sche most dreed oftyn tymys, and peraventur it was of hir gostly enmy, for sche was evyr 
aferd to a be ravischyd er defilyd.”（498-99）
８　“He seyd that he was aferd of enmyis and of thevys that thei schulde takyn hir awey fro hym peraventur and betyn 
hym and robbyn ther to.”（318-19）
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４．２　mete and drynke, etyn and drynkyn
（48）Ther was a good woman had hir hom to hir hows, the whech wesche hir ful clenly and dede 
hir on a newe smok and comfortyd hir rith mech. Other good personys had hir to mete and 
to drynke.（511-13）




（49）The forseyd creatur fond swech grace in the maistyr of the schip that he ordeynd for hir 
mete and drynke and al that was necessary unto hir as long as sche was wythinne the schip
（251-53）
（50）Ther was on worschepful woman whech specialy schewyd hir hy charité bothyn in mete and 
drynke and other rewardys gevyng（576-77）
（51）Sche sparyd hem not, sche flateryd hem not, neithyr for her giftys, ne for her mete, no for her 
drynke.（597-598）




る種の状況を指すものとして捉えるべきである。名詞の drynke は上述のように mete とのペアで４例
あるが、実は Book II では、それ以外の用例で名詞の drynke が用いられた例は見当たらない。さら
に、動詞の drynkyn については以下に挙げるように３例が eat とのペアで、それ以外で用いられたも
のは１箇所あるのみである。drynke, drynkyn いずれも単独ではほとんど用いられていないことから、
当該のワードペアにおいては全体が１つの表現として機能していると考えられる。
（52）The worthy９ woman grawntyd hir al hir desyr, and dede hir etyn and drynkyn wyth hir, and 
made hir ryth good cher（420-22）
（53）Sche dede hym etyn and drynkyn and comfortyd hym ryth meche.（445-46）
（54）and aftyrward he ete and dranke wyth hir in the tyme that sche was ther and was ful glad to 
ben in hir cumpany（635-36）
（52）では、「望みを聞く」「喜ばせる」などの一連の行為の中に当該表現があることが見て取れる。ま












　このペアは Book II に２例ある。Book I にも１例あるので併せて引用する。
（55）And so sche, desiryng the benevolens of hir frendys, utteryd hir conseyte to hir eldmodyr, 
declaryng to hir the desyr of hir frendys, preying hir of good lofe and leve that sche myth 
resortyn to hir owyn cuntré.（112-114）
（56）Than sche preyid the pilgrimys that weryn in the wayne thei schulde heldyn hir excusyd 
and latyn hir payn for the tyme that sche had ben wyth hem as hem lykyd, for sche wolde 
gon to a worschepful woman of hir nacyon that sche parceyvyd was in the towne, wyth the 
whech sche had mad forward whan sche was at Akun for to gon hom wyth hir into Inglond. 
Sche had good lofe and leve and partyd fro hem.（470-471）
（57）The preste, havyng confidens in hys promysse, was wel content, grawntyng hym good lofe 
and leve unto the day whech he had promysed to come ageyn.（Book I, 1302-04）
　MK 全体を見渡すならば、３例という用例数は決して多いとは言えない。しかし Book II に限って言




で実際に用いられたペアの中からでも、love and affection、love and devotion、love and desire、love 
and joy など多くの組み合わせのペアを指摘することが可能である。しかし、実はBook II に限って言
えば、love and affection などのペアはほとんど見ることができない。母体となるテキストの分量が少な
い、内容がどちらかと言えば宗教的でないなど原因についてはいろいろと探ることはできるが、結果と
しては lofe and leue の数がむしろ多いということになっている。
　次に、意味内容の点で考察する。leve の示す意味内容は「許し」であり「暇乞い」でもあると考えら




に、彼女の旅の根底には主の許しがあるということになり、その点を考慮するならば、lofe と leue と
のペアの成り立ちにも、Book II の旅ならではの意味が加わることになるであろう。
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